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目的

窒素 炭素循環連結モデルを生物地球科学窒素・炭素循環連結モデルを生物地球科学
反応プログラムPREEQCを用いて表現する．

 有機物の分解実験に対して窒素・炭素循環
連結モデルを適用し 分解定数を決定する連結モデルを適用し，分解定数を決定する．

有機物の分解過程の窒素・炭素の形態変化有機物の分解過程の窒素 炭素の形態変化
を見積もる．



窒素・炭素循環連結モデル（Johnsson et al. , 1987）
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有機態炭素Org-Cの分解有機態炭素O g Cの分解
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一次分解反応
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アンモニアの有機化と無機化
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有機物分解実験（広瀬，1973）

無機態窒素 炭酸ガス無機態窒素 炭酸ガス

を測定

表 10種の有機物

水田土 有機物
植物名 C/N C% N%

Ａ 大豆粕 5.6 48.2 8.68
Ｂ なたね粕 6 6 47 7 7 28

Pool 1 Pool 2
Ｂ なたね粕 6.6 47.7 7.28
Ｃ 綿実粕 7.7 48.1 6.28
Ｄ ラジノクローバー 11.3 48.8 4.32
Ｅ レッドクローバー 15 3 50 2 3 28

70日間 分解

Ｅ レッドクロ バ 15.3 50.2 3.28
Ｆ れんげ 16.2 48.6 3
Ｇ オーチャードグラス 16.4 50.6 3.08
Ｈ チモシー 20 6 50 7 2 46Ｈ チモシ 20.6 50.7 2.46
Ｉ ウィーピングラブグラス 37.1 49 1.32
Ｊ 稲わら 64.4 48.5 0.75



無機態窒素の生成量
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分解定数と有機成分含量との関係
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有機物プールの炭素の形態変化
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有機物プールの窒素の形態変化
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おわりに

C/N比が高い有機物ほど分解定数は小さくC/N比が高い有機物ほど分解定数は小さく，
分解速度は遅い．

 C/N比の低い有機物の分解過程では，水田

土 有機物の両者から窒素の無機化が進行し土，有機物の両者から窒素の無機化が進行し
て，アンモニア濃度が増加した．

 C/N比の高い有機物の分解過程では，有機

物はアンモニアを取り込み有機化する 水田土物はアンモニアを取り込み有機化する．水田土
から無機化によりアンモニアが補充されるため，
窒素飢餓は生じなか た窒素飢餓は生じなかった．


